　　　　　　2018.12.11　板橋区自立支援協議会　障がい児部会　報告　参考資料
　板橋区内児童発達支援センター／事業所　連絡会のまとめ　

日　時：　2018年9月18日

場　所：　心身障害児総合医療療育センター会議室

参加者：　加賀児童ホーム、東京ＹＷＣＡキッズガーデン、心身障害児総合医療療育センター通園科、リタリコジュニア板橋教室、あゆみ、キッズアカデミーころん板橋校、ハビー上板橋教室、レガロリーペ

　　　　　子ども発達支援センター、福祉事務所（赤塚・板橋・志村）　（欠席：わかくさ）

１．各事業所紹介
レガロリーベ（中板橋）
　＊9/18時点でまだ指定がおりていないが、10/1開所予定には間に合う見込み。

＊定員；　10 名　

＊個別療育；　子どもの課題にあわせて。手先の不器用な子には、洗濯ばさみを使ってはさむ動作の練習を

するなど。

集団療育；　グループ構成が難しい。子どもの興味にあわせて、２人くらいから始める予定。現在希望者

二人。年齢は離れている。

音楽療法(音の療育)；　音楽を使って気づきや関わりを誘い、発語を促す。

　　（ひろば）；　現在月２回開催。10名ほど問い合わせがある。療育などはじめてという人もいて、受給者証

の説明などの案内をしている。

＊スタッフ；　４人　（常勤、非常勤の別は不明）

　　　　管理責任者；ピアノ教師

児童指導員２名；１名は音楽療法士。1名は子どもと関わるＮＰＯの理事。

指導員1名；

（運営）；代表者(管理責任者とは別)の夫が整形医（スポーツ医）で、水曜午前中はいるので、重心の受け入れ可。Ｗ／Ｃ利用者については要相談。

ハビー上板橋教室（上板橋）
＊定員；　10名。　個別50枠／週。現在２３名契約。まだ上限ではない。　

＊個別中心：　45分＋15分保護者へのフィードバック。言葉の発達、手先のこと。経過によって集団も検討。

＊スタッフ；　４人。管理責任者１名＋児童指導員３人（うち1人は心理）。

キッズアカデミーころん板橋校（ときわ台）
　＊児発＋放デイ混合型。重心は不可。放デイも個別指導。

＊定員；　10名（児発＋放デイ、８：２）。個別50枠／週。契約15名。定員いっぱいまでは受け入れられて

いない。待機40名。 待機の内訳は、児発と放デイが半々。

＊個別療育；　50分（40分＋10分）。ABA基本。発話を促すなど。（HP掲載の）ペアトレは未実施

＊スタッフ；　６名。心理２名、精神保健福祉司１名、児童指導員（ABA経験した心理から指導）３名？　

あゆみ（成増）
＊定員；　10名。土曜日も開所（最大27日／月）　登録26名で利用率90%（月251人利用／定員270人）。　

　　　　　5/週利用者が2人。登録26人中、保育園9人、幼稚園7人、児発併用5人(埼玉2人、区内3人)。

待機43人（6才3人、5才9人、４才13人、2才12人、１才6人）。経過確認している。

＊集団中心；　平日10-14、土曜日10-14。年齢別ではなく発達段階・ねらいによって２グループに編成。

　　　　　　　一部個別も。

＊スタッフ；　６人。管理責任者1名、心理１名、保育士１名、指導員3名。 
＊H31年度からは送迎を完全廃止

リタリコジュニア板橋教室（板橋）　
＊定員；　10名、実質12.8 名／日。　週1回～週3回。利用者70名。土日祝日も開所（年末年始お盆のみ閉所）。待機者230名。1～2才児の待機が増えている印象あり。

　　　　土日希望だと2～３年待ち、平日午後希望も長い。平日午前だと半年待ち。

＊個別；　１対１。45分＋15分。

　　ペア；　１対２～４。45分＋15分。

　　小集団；　年中　60分＋フィードバック、年長90分＋フィードバック。

相談支援；　指導時に並行して実施。

＊スタッフ；８名。管理責任者１名、保育士２名、児童指導員５名。

加賀福祉園　児童ホーム　

　＊定員；３0名。

　＊毎日グループ；　週４～週５｡グループ人数、全体で30名（年齢別）。10;15～14:15。送迎バス・昼食あり。待機10名。

　　めろんグループ；　１／２週×２。グループ人数、10名×２＝20。水曜日13:15～15;15。年中・年長の幼稚園・保育園利用児。待機30名。待機期間1年半。

　　ぶどうグループ（法外）；　週１。グループ人数15名。2才前後（健福からの紹介が多い）。待機10名。

＊スタッフ；　相談支援２名。契約170人くらい。計画書は未就学児中心だが、就学後も増えている。

療育14名（保育士、児童指導員、ＮＳ、うち非常勤3名）。

　　　　　　　　ＰＴ6／月、ＯＴ３／Ｍ、ＳＴ２～６／Ｍ、心理2名で７～８／月（1名が主として外来、

もう1名が主として毎日Ｇの検査）

東京ＹＷＣＡキッズガーデン
＊定員；　３０名。待機119人（年小・年中が多い。年長は17人（他の利用困難）。長いと1年半～２年待ち。）

　　　　　契約は児発65人、放デイ50人。

　＊グループ；　２才　親子通園、小集団。

　　　　　　　　３才～５才　単独通園　、各グループ　6～９人。幼保併行利用児が増加。1～2/週利用が増え
てきた。今年初めて5／週利用児０人。

　　個別；　年長児の一部で実施。

　　放デイ；　土曜日のみ実施。卒園児が多い。保護者のつながりにもなっている。

　　きょうだい児支援；　「いどばた」（法外）　１／月。先輩母たちがメンター的に参加。

　＊スタッフ； ２３人。常勤・非常勤半々。保育士、児童指導員、心理士、作業療法士　

療育センター通園科
＊定員；　10名。契約42/名（区内17名、都内37名）。　

＊スタッフ；　管理責任者１名、保育士２名、ＰＯＳ心理、Ｎｓ

２．意見交換（事業所間の課題他）
・待機児への対応の仕方について（区内のニーズ数からの試算では、明らかに不足している）

・区内でこれまで設けてきた「申し合わせ事項」（例えば小集団の併用はしない）が、実態と合わなくなってきていることに、今後どのように対応するか。

・今後福祉事務所とも連携しながら早急に検討見直しする必要がある。

· 幼児期の子どもへのプランが作成できる相談支援事業所が不足している中での調整のむずかしさ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記録：徳井/土岐）

